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1 .マウスの一次植皮 8 週以上の ddo 系マウス ω背部の皮f員を 6x8 mm 大の長方形に一下に内様
!撲を残して切除し， C57BL 系又は C3H 系マウスの肉様膜を除去した全唐皮}白と置換えてガーゼと卒、1:














全症例 6 例のうち 2 例(兄弟間)の皮膚交換例を除き， 10 日目から 18 日自にすべて壊死となり脱落
した。兄弟聞の長期生着例でも 30 日目をすぎると結局は表皮真皮とも壊死となり脱落し，マウスのよ
うに真皮が宿主の表皮に覆われ長期残存する現象は見られなかった。
4. 凍結融解を行なった C57BL 系マウス ω皮膚を ddo 系マウスに移植した。総計34個の皮片の観
察では真皮の平均脱落日数は22 日であった。
5. C57BL 系マウスの肝臓小片 (10 mg 及び 50mg) を ddo 系マウスの皮下に移植し， 2 週間後に
C57 BL 系マウスの皮膚を移植した。 10 mg 群では 4 匹のうち 3 匹において同種二次植皮と同様の促
進拒否反応を示し， 1 匹は一次植皮と同様の反応を示した。 50 mg 群では 5 匹のうち 4 匹が促進拒否
反応を示し， 1 匹は一次植皮と同様の反応を示した。
6. C57BL 系マウスから ddo 系マウスへの二次植皮に際して，植皮の前日より 5 日間毎日 C57BL
系マウスの肝臓抽出物を静脈内に注入した。肝臓抽出物は次の方法で調製した。
肝臓 1000 mg あたり 2.5 ml の 0.25 M sucrose を加え， Potter占lvehjem 型 homogenizer で均一化し
5000 x g, 10分間遠沈し，上清を 20000x ぁ 30分間遠沈し，その上清を更に 105400x g, 60分間遠沈し
J誌後の上清は可溶性分画としてそのまま一匹に 0.4 ml ずつ注射，最後の沈潰には肝臓 1000 mg あた
り 1.0 ml の生理食塩水を加えて，ミクロゾーム分固として一匹 0.2 ml ずつ注射した。可溶性分画注
射貯の総数18個の植皮片の観察では，真皮の平均脱落日数は 12.8 日， ミクロゾーム注射群では総数12
個で，平均脱落日数が 17.0 日であったD コントローjレとして同様実験を ddo 系マウスω fJf 臓を用い
て行なった結果では可溶性分画注射群は総数16伺で真皮平均脱落日数は 1 1. 511 , ミクロゾーム注射群
は総数 9 個で 17.3 日であった。
L総括〕
マウスの同種一次植皮に際しては，表皮と真皮とは夫々別個ω拒否現象を示す。即ち，表皮は移植
後10 日目前後で拒否反応により壊死となり脱落するが，真皮は壊死とならず，宿主の表皮に覆われて
血行を保ったまま 30 日間以上残存しているが，その後徐々に吸収され，ついには消失してしまう。
従って真皮は表皮とは異なった拒否現象をうけると考えられる。このような表皮真皮の分離現象は
マウスの二次植皮やヒトの一次植皮では認められない。この分離現象は，凍結融解処理によっても影
響をうけることなく，マウスの凍結融解皮膚の同種一次植皮でも無処置植皮片と同様に真皮の長期残
存が認められたD
あらかじめ肝小片移植によって感作せしめたマウスでは，一次植皮にみられた特異な表皮真皮の分
離現象は観察されなかった。
マウスの同種二次植皮に際して肝臓の可溶性分画を用いて脱感作を試みたが残存期間の延長はなく
又肝臓のミクロゾーム分画を用いた群では真皮残存期間の延長は認められたが，コントロール群との
間で有志の差が観察されなかった。
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論文の審査結果の要旨
現在同種植皮実験は広く行なわれているが，同種植皮片が完全に脱落するまでの経過は，最後まで
完全に観察されることは少なく，一般には同種植皮は，表皮真皮ともに完全な壊死となり，相前後し
て脱落するとされている口
本研究は，マウスの同種一次植皮，二次植皮，及び種々の操作を加えた場合の拒否現象を詳細に観
察し，ヒトの同種一次植皮も併せて比較観察したものであり，今まで見逃されて来た事実，即ち，マ
ウスの同種一次植皮に於いては，皮片を充分に保護しさえすれば，上述の通念と異なり，表皮が壊死
となり脱落した後も，真皮は長期間残存し，一見，生着している自家植皮片と同様の外観を呈する ζ
とを明らかにし，叉，この真皮の長期残存は，二次植皮時や肝組織片移植によって感作されたマウス
に於いては見られないことを示した口
同種植皮実験に於いて，脱落時期決定法として最も広く行なわれているのが肉眼による観察である
が，今後肉眼の観察により脱落時期を決定しようとする際には，必ず本研究を考慮に入れなければな
らないであろう口又，脱落時期を決定する基準として，本研究で述べられた残存真皮の消失を指標と
することも考えられるの
真皮のみではあっても，相当長期間の残存を認め，しかも外観は自家植皮片と差を認めないという
ことは，皮膚における nomostaticな同種移植の可能性を暗示するものであり，現在実用化されている
同種移植の殆んどが真の生着でなく， nomostatic な移植であることを思えば，真皮の長期残存現象が
明らかになったことは皮膚同種移植の実用化という夢の実現に一歩近づいたと云えよう。
以上本研究は，同種皮膚移植実験を行なう上にも，将来の実用化への基礎としても重要なものと考
えられる。
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